
 

 

 

 

 

  

 

 

 

   

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 
  

—ＴＡＣ information—  

ＪＡ京都中央 2025 年 2 月 4 日 №741 作成者 上田由里子 

経済部営農販売課は、これから旬を迎える『京はたけ

菜』の新らたなレシピを開発し、PR を開始しました。 

『京はたけ菜』は、京の伝統野菜で、伏見区で古くか

ら栽培されてきました。 

京の伝統野菜の復興や、地域特産物の技術伝承などを

目的に、JA 全農京都の提案により、「畑菜」を『京はた

け菜』として、従来の出荷形態「束出荷」から、袋入り

に切り替えて、2016 年から生産販売を行っています。 

今回は、幅広く食材の魅力を発信する目的で、2022

年より事業連携を行っている㈱Ｍｉｚｋａｎの協力に

より、新レシピ「にんにくバターのやみつき京はたけ菜

鍋」が完成。『京はたけ菜』のうまみと、にんにくバタ

ーの相性は、格別です。 

㈱Ｍｉｚｋａｎの商品を使用し、冬の寒さが厳しいこ

の季節に、『京はたけ菜』をおいしく手軽に食べること

のできるレシピが開発されました。 

作り方は、同社の WEB サイトに掲載されています。

「ミツカンおうちレシピ」⇒『京はたけ菜』と検索し、

食卓の一品にぜひご賞味ください。 

高温耐性品種「にこまる」種子もみの流通情勢について 

 
 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２月１日より、全農京都府本部が運営する、みのるダイニング京都ポルタ店にて、【季節の膳～

京都ポークと花菜のグリル野菜～】の提供が開始されました。提供期間は、２月１日～２月２８日

までの限定商品です。ご来店の際はぜひ、ご賞味ください。 

＊場 所：京都駅前地下街ポルタ      


